
表 紙　表

【会  場】 サイデン化学アリーナさいたま（さいたま市記念総合体育館）
【会  期】 令和８年11月７日（土）～９日（月）
【主  催】 埼玉県　さいたま市　厚生労働省　一般財団法人長寿社会開発センター
【共  催】 スポーツ庁
【主  管】 埼玉県なぎなた連盟
【後  援】 公益財団法人全日本なぎなた連盟

なぎなた交流大会
プログラム

なぎなた交流大会
プログラム

ねんりんピック彩の国さいたま２０２６ マスコットキャラクター
コバトン＆さいたまっち

さいたま市PRキャラクター
つなが竜ヌゥ



表 紙　裏テーマ

シンボルマーク

マスコット

　老いも若きも仲よく、ともに生きていく社会をふ
たりの人物で表しています。
また、２つの円は、その組み合わせにより、お互い
に助け合い、健康と福祉の輪が未来に向かって広
がっていくことを意味しています。

コバトン
・県で開催された「第５９回国民体育大会」を
アピールするため、県民の鳥「シラコバト」を
モチーフとして誕生

さいたまっち
・コバトンと一緒に埼玉県を盛り上げる、新しい
県マスコットとして誕生

コバトン＆さいたまっちが一緒に「ねんりんピック
彩の国さいたま２０２６」を元気いっぱい、応援し
ます。

さいたま市PRキャラクター
つなが竜ヌゥ
・日本最大規模を誇る都心緑地空間“見沼田ん
ぼ”の主の子孫。

・「つなが竜（りゅう）」には、さいたま市の魅力を
伝え、人々の「つながり」を深める役割を担う
意味がこめられています。

コバトン

さいたまっち
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大会会長あいさつ

　第 38 回全国健康福祉祭埼玉大会（ねんりんピック彩の国さいたま 2026）が、さいたま市
で開催できますことを大変うれしく思うとともに、全国から参加される選手・監督をはじめとす
るチーム関係者、並びに本大会を心待ちにされてきた多くの皆様に、市を代表して心より歓迎の
意を表します。

　また、「令和８年熊本地震」により犠牲となられた方々のご冥福を心からお祈り申し上げますと
ともに、被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。

　さて、本大会では、県内で全 30 種目が実施され、さいたま市ではサッカー・テニス・なぎなた・
軟式野球・俳句の 5 種目を担当いたします。
　本市では「咲き誇れ！長寿と笑顔 彩の国」のテーマのもと、全国からお越しいただく皆様を最
大限のおもてなしの心でお迎えしようと関係機関等とともに準備を進めてまいりました。
　選手の皆様には、これまで積み重ねてこられた日々の鍛錬の成果と磨き上げられた技術を十分
に発揮していただくとともに、本大会を通じて多くの出会いや交流が生まれ、心に残る充実した
時間となることを切に願っております。また、このねんりんピックが、今後の地域活動や人生を
一層豊かにする契機となれば幸いです。

　さいたま市は、歴史ある中山道の宿場町として発達し、現在は新幹線 6 路線を始めとするＪＲ
各線や私鉄線が結節する東日本の交通の要衝として知られています。また、おおらかな荒川の流
れと、見沼田んぼが豊かに広がる武蔵野のみどりにいだかれたさいたま市は、「岩槻の人形」や「大
宮の盆栽」「浦和のうなぎ」といった地域ごとの伝統文化が今なお息づいています。この機会に、
ぜひ本市の自然・文化・歴史に触れていただき、素敵な思い出をお持ち帰りいただければ幸いです。

　結びに、本大会の開催にあたり、多大なるご支援とご尽力をいただきましたすべてのご関係の
皆様に深く感謝申し上げますとともに、本大会の成功と、選手の皆様のご健闘を祈念いたしまして、
歓迎のあいさつといたします。

ねんりんピック彩の国さいたま 2026
さいたま市実行委員会

さいたま市長　　清 水 勇 人
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歓迎のことば

　第 38回全国健康福祉祭埼玉大会（ねんりんピック彩の国さいたま2026）が、さいたま市を
会場の一つとして開催されますことを、大変光栄に存じます。また、全国各地から参加される選
手並びに大会関係者の皆様、ようこそさいたま市にお越しくださいました。

　はじめに、７月に発生しました「令和８年熊本地震」により犠牲となられた方々のご冥福を心
からお祈り申し上げますとともに、被災された皆様に謹んでお見舞い申し上げます。

　さて、「全国健康福祉祭（ねんりんピック）」は、高齢者を中心とする参加者が様々な競技やイ
ベントに挑戦し交流を深める、スポーツ競技、文化、健康と福祉の総合的な祭典であります。また、
世代を超えた交流を促進し、人と人との絆を深め、地域の活力を創出する大変意義深い大会でも
あります。
　さいたま市は、「スポーツのまち」として多様なスポーツ文化が根付いているだけでなく、大宮
盆栽村や岩槻人形に象徴される歴史に育まれた伝統文化、更には見沼たんぼなど豊かな自然環境
を有するなど、多くの魅力を備えたまちです。本大会を通じて、競技や交流を存分に楽しんでい
ただくことはもちろんのこと、本市ならではの魅力や市民の皆様の温かなおもてなしに触れてい
ただき、心に残るひとときをお過ごしいただければ幸いです。

　本大会の開催に向け、長きにわたり準備を進めてこられた大会関係者の皆様、ボランティアの
皆様、そして開催を支えてくださる多くの市民の皆様に、深く敬意を表するとともに、心より感
謝申し上げます。
　さいたま市議会といたしましても、本大会の成功が、本市の更なる発展と地域の活性化につな
がることを願い、関係機関や市民の皆様と力を合わせ、大会の成功に向けて全力で支援してまい
ります。

　結びに、本大会が、参加されるすべての皆様にとって笑顔と感動に満ちた実り多い大会となり
ますことを心より願いますとともに、ますますのご健勝、ご多幸をお祈り申し上げ、歓迎のあい
さつといたします。

さいたま市議会

議　長　　高 子　 景



− 3 −

歓迎のことば

　皆様、こんにちは。
　埼玉県なぎなた連盟会長の帆足和之（ほあしかずゆき）でございます。
　本日ここに、全国から多くの選手・役員の皆様をお迎えし、「ねんりんピック彩の国さいたま
２０２６・なぎなた交流大会」が盛大に開催されますことを、心より嬉しく、光栄に存じます。ま
た、本大会の開催にあたり、多大なるご尽力をいただきました関係各所の皆様に、厚く御礼申し
上げます。
　ここ会場となるさいたま市は、大宮、浦和、与野、岩槻の 4つの市が合併して誕生した政令指
定都市です。まだ 25年という若い都市ではございますが、鉄道、盆栽のまち大宮、バラのまち与
野、人形のまち岩槻、そしてサッカーや「うなぎ」のまちとして知られる浦和と、それぞれの地
域が持つ素晴らしい伝統や歴史を守りながら個性豊かなまちづくりを進めております。
　この 4つの個性が調和して今のさいたま市があるように、私たち埼玉県なぎなた連盟も、多様
な調和と未来への繋がりを大切に活動しております。現在、なぎなたの普及活動として、中学校
でのなぎなた授業の導入や、小学生初心者教室などを精力的に開催しております。その成果として、
各種大会において上位入賞を果たしています。
　幼い子どもたちが目を輝かせてなぎなたに触れる姿、そして本日、全国からお集まりいただい
た皆様が、年齢を重ねてなお凛とした技を披露される姿。これらすべてが、生涯を通じて心身を
磨き続ける「なぎなた」という武道の素晴らしさです。
　選手の皆様におかれましては、日頃の鍛錬の成果を遺憾なく発揮されるとともに、この魅力あ
ふれるさいたま市の空気を感じていただき、競技の枠を超えて全国の仲間との交流を深めていた
だければ幸いです。
　結びに、本大会の成功と、ご参加いただいた皆様のご健勝、そしてなぎなた競技のさらなる発
展を祈念いたしまして、私の挨拶といたします。どうぞ皆様、素晴らしい一日にしてください。
応援しております。

埼玉県なぎなた連盟

会長　　帆 足 和 之

歓迎のことば
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大会役員
大 会 会 長　　清　水　勇　人　　　さいたま市長
大会副会長　　日　野　　　徹　　　さいたま市副市長
大会副会長　　佐　野　篤　資　　　さいたま市副市長
大会副会長　　新　屋　千　樹　　　さいたま市副市長
大会副会長　　高　子　　　景　　　さいたま市議会議長
大会副会長　　竹　居　秀　子　　　さいたま市教育長
大会副会長　　北　　　清　治　　　公益財団法人さいたま市スポーツ協会会長
大会副会長　　矢　部　利　夫　　　さいたま市老人クラブ連合会会長
委　　　員　　大　塚　一　晴　　　さいたま市都市戦略本部長
委　　　員　　髙　木　泰　博　　　さいたま市総務局長
委　　　員　　渋　谷　　　仁　　　さいたま市市民局長
委　　　員　　石　塚　正　歳　　　さいたま市スポーツ文化局長
委　　　員　　齋　藤　貴　弘　　　さいたま市保健衛生局長
委　　　員　　西　渕　　　亮　　　さいたま市福祉局長
委　　　員　　石　井　　　保　　　さいたま市経済局長
委　　　員　　蓮　見　純　一　　　さいたま市都市局長
委　　　員　　大　竹　芳　明　　　さいたま市大宮区長
委　　　員　　栗　原　ゆ　り　　　さいたま市桜区長
委　　　員　　松　本　　　哲　　　さいたま市浦和区長
委　　　員　　和　田　浩　司　　　さいたま市消防局長
委　　　員　　大　砂　武　博　　　さいたま市副教育長
委　　　員　　添　野　ふみ子　　　さいたま市議会副議長
委　　　員　　出　雲　圭　子　　　さいたま市議会保健福祉委員長
委　　　員　　岡　田　茂　夫　　　埼玉県テニス協会理事長
委　　　員　　小　林　一　幸　　　さいたま市テニス協会理事長
委　　　員　　鈴　木　　　茂　　　公益財団法人埼玉県サッカー協会会長
委　　　員　　金　子　雅　幸　　　さいたま市サッカー協会理事長
委　　　員　　帆　足　光　代　　　埼玉県なぎなた連盟名誉会長
委　　　員　　帆　足　和　之　　　さいたま市なぎなた連盟会長
委　　　員　　栗　原　秀　夫　　　一般社団法人埼玉県野球連盟副理事長
委　　　員　　松　本　　　洋　　　埼玉県還暦軟式野球連盟副会長
委　　　員　　榑　沼　賢　次　　　さいたま市野球連盟連合会理事長
委　　　員　　武　田　弓　佳　　　さいたま市レクリエーション協会副会長
委　　　員　　佐　野　秀　彦　　　一般社団法人さいたまスポーツコミッション代表理事
委　　　員　　今　野　正　昭　　　さいたま市スポーツ推進委員連絡協議会会長
委　　　員　　杉　本　青三郎　　　埼玉県現代俳句協会会長
委　　　員　　佐怒賀　直　美　　　俳人協会埼玉県支部事務局長

令和8年 7月 31日現在　敬称略
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委　　　員　　真　篠　みどり　　　日本伝統俳句協会関東支部埼玉部会長
委　　　員　　竹　内　善　一　　　社会福祉法人さいたま市社会福祉協議会常務理事
委　　　員　　関　　　光　雄　　　さいたま市シニアユニバーシティ校友会連合会会長
委　　　員　　桶　本　　　毅　　　公益社団法人さいたま市シルバー人材センター理事長
委　　　員　　石　川　憲　次　　　さいたま市自治会連合会会長
委　　　員　　鳥　海　修　一　　　さいたま市民生委員児童委員協議会会長
委　　　員　　金　子　芳　久　　　さいたま商工会議所参事
委　　　員　　染　谷　幸　一　　　さいたま市商店会連合会会長
委　　　員　　神　田　正　一　　　公益社団法人さいたま観光国際協会専務理事
委　　　員　　鈴　木　正　美　　　さいたま農業協同組合代表理事組合長
委　　　員　　橋　本　和　久　　　大宮ホテル旅館組合組合長
委　　　員　　長谷川　政　功　　　一般社団法人さいたま市食品衛生協会副会長
委　　　員　　草　刈　　　澄　　　さいたま市食生活改善推進員協議会会長
委　　　員　　松　本　雅　彦　　　さいたま市 4 医師会連絡協議会議長
委　　　員　　巻　　　淳　一　　　さいたま市歯科医師会会長
委　　　員　　野　田　政　充　　　一般社団法人さいたま市薬剤師会会長
委　　　員　　遠　藤　浩　士　　　公益社団法人埼玉県理学療法士会スポーツリハビリテーション推進部長
委　　　員　　小久保　貴　一　　　公益社団法人埼玉県鍼灸マッサージ師会さいたま支部長
委　　　員　　今　井　幸　司　　　公益社団法人埼玉県鍼灸師会理事・浦和地区責任者
委　　　員　　中　田　清　人　　　さいたま市小学校校長会常盤北小学校校長
委　　　員　　小　熊　　　誠　　　さいたま市中学校長会顧問
委　　　員　　関　田　　　晃　　　さいたま市立高等・中等教育学校校長会会長
委　　　員　　久　田　　　有　　　大学コンソーシアムさいたま会長
委　　　員　　井　山　智　子　　　さいたま市 PTA 協議会常任理事
委　　　員　　神　保　成　究　　　東日本旅客鉄道株式会社大宮事業本部総務部経営戦略ユニット長
委　　　員　　越　野　晴　秀　　　東武鉄道株式会社経営企画本部課長
委　　　員　　平　野　邦　彦　　　埼玉高速鉄道株式会社代表取締役社長
委　　　員　　唐　澤　朝　徳　　　埼玉新都市交通株式会社代表取締役社長
委　　　員　　塚　田　正　敏　　　一般社団法人埼玉県バス協会会長
委　　　員　　三　上　秀　樹　　　一般社団法人埼玉県乗用自動車協会会長
委　　　員　　川　邉　　　守　　　埼玉県警察さいたま市警察部長
委　　　員　　中　村　元　信　　　公益財団法人さいたま市公園緑地協会理事長
委　　　員　　竹　澤　幸　雄　　　公益財団法人さいたま市文化振興事業団事務局長
監　　　事　　黒　金　英　明　　　さいたま商工会議所理事・事務局長
監　　　事　　渋　谷　貴　之　　　さいたま市会計管理者

大会役員 令和8年7月 31日現在　敬称略
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競技会役員・競技役員

競技会役員
名 誉 会 長 帆　足　光　代 埼玉県なぎなた連盟名誉会長
競 技 会 会 長 帆　足　和　之 埼玉県なぎなた連盟会長
顧 問 久　保　素　子 全日本なぎなた連盟会長
競 技 会 委 員 長 芦　川　寿　美 埼玉県なぎなた連盟理事長

競技役員
総 務 委 員 長 鈴　木　　　亘
総 務 副 委 員 長 柳　澤　喜美子 竹　中　悦　子

総 務 委 員
澤　田　　　史 山　﨑　輝　士 坂之上　聡　子 鶴　見　由香里
堤　田　菜穂子 渋　谷　朋　子　 小日向　輝　代 佐々木　恵　子
岡　田　陽　子

審 判 長 吉　井　美惠子
コート審判主任 佐　藤　聖　子 倉　又　明　美

審 判 員
梅　原　敬　子 住母家　喜代美 加　賀　己智世 黒　川　依　子
髙　井　真　理 熊　澤　綾　子 名　倉　幸　代 浅　見　恵　美
楠　生　弥　生 大　越　万里子 三　瓶　美代子 福　島　紀　子

競 技 委 員 長 大　友　堅　詞
第 1 試合場 第 2 試合場

コート運営主任 髙　瀬　　　怜 本　田　元　紀
選 手 委 員 主 任 石　井　　　妙 榎　本　倫　子

選 手 委 員
森　本　啓　太 柏　木　美　音 杉　崎　智加子 茂　原　麻　里
鯨　井　　　瑛 堀　　　未紗央 平　田　彩　乃 守　谷　祐　子

選手委員補助員 埼玉栄高等学校
時 計 委 員 主 任 永　田　実　紀 栗　原　敦　子
時 計 委 員 小　鷹　宏　子 荒　木　紀　美 稲　津　知　子 奥　田　　　栄
記 録 委 員 主 任 高　石　久美子 中　島　　　純
記 録 委 員 島　田　　　圭 濱　松　麻　里 佐　古　祥　子 染　谷　友　子
記録委員補助員 大宮開成高等学校
採点掲示委員主任 横　尾　　　信 岡　本　浩　子

採 点 掲 示 委 員
今　泉　　　恵 濱　田　早　苗 増　田　潮　実 福　重　智　宏
小　溝　　　凪 萩　原　正　恵 河　津　里　沙

採点掲示委員補助員 大宮開成高等学校
放 送 委 員 西　島　陽　子 服　部　雅菜美 柴　田　菜　摘
筆 耕 委 員 平　塚　洋　子 鶴　田　千　瑛
受 付 委 員 柳　澤　喜美子 山　𥔎　明　子 荒　木　紀　美 奥　田　　　栄

接 待 委 員
砂　金　文　子 菅　原　美代子 小　林　悦　子 中　野　幸　恵
野　口　好　子 笠　原　弘　子 本　間　章　江

令和 8 年 7 月 22 日現在
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協力団体 ･ 協賛団体

協力団体
さいたま市食生活改善推進員協議会
さいたま市歯科医師会
一般社団法人さいたま市薬剤師会
公益社団法人埼玉県理学療法士会
公益社団法人埼玉県鍼灸マッサージ師会
公益社団法人埼玉県鍼灸師会
さいたま市立大宮西中学校美術部
さいたま市立大宮北中学校美術部
さいたま市立大宮南中学校美術部
さいたま市立八王子中学校美術部
さいたま市立本太中学校美術部
さいたま市立南浦和中学校美術部
さいたま市立原山中学校美術部
さいたま市立美園中学校美術部
さいたま市立岩槻中学校美術部

協賛団体
リハプライム株式会社
アサヒ飲料株式会社
株式会社富士薬品
アセットガード株式会社
株式会社アイエスエス
明治安田生命保険相互会社　浦和支社
大塚製薬株式会社
生活協同組合コープみらい
株式会社埼玉りそな銀行　さいたま営業部
さいたま商工会議所
株式会社武蔵野銀行

令和8年 7月 17日現在　敬称略・順不同
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大会日程

１．期　間
令和 8 年 11 月 7 日（土）～ 11 月 9 日（月）

２．会　場
監督会議：埼玉会館 7 Ａ会議室
交流大会：サイデン化学アリーナさいたま（さいたま市記念総合体育館）

３．日　程
期　　日 時　　間 内　　容 会　　場

11 月 7 日（土）
16：00 ～ 監督会議 埼玉会館 7 Ａ会議室

18：00 ～ 審判会議 サイデン化学アリーナさいたま
審判控室

11 月 8 日（日）
 9 ：30 ～ 開始式

サイデン化学アリーナさいたま
メインアリーナ

10：30 ～ 演技競技、試合競技

11 月 9 日（月）
 9 ：30 ～ 交歓試合
11：50 ～ 表彰式

４．健康づくり教室
会　　場 日　　時 内　　容 協　　力

サイデン化学
アリーナさいたま ８日 10：30 ～ 16：00 健口相談・簡易

口腔機能検査 さいたま市歯科医師会

※参加は無料です

５．おもてなしコーナー
会　　場 日　　時 内　　容

サイデン化学
アリーナさいたま

８日
10：30 ～ 16：00 ドリンクの提供
11：30 ～ 14：30 豚汁の提供

９日 10：30 ～ 13：00 お菓子とドリンクの提供
※無くなり次第終了
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監督会議次第

日　時　令和 8年 11 月 7 日（土）16:00 ～ 17:00
会　場　埼玉会館７Ａ会議室

１.　開会

２.　監督会議	 （１）主催者あいさつ
	 （２）歓迎のことば　埼玉県なぎなた連盟
	 （３）競技運営上の注意事項について
	 （４）連絡事項
	 （５）質疑応答

３.　閉会

監督会議の注意事項
１.　参加者
・監督（代表者）１名
　※都道府県・政令指定都市の選手団ユニフォームを着用してください。
２.　着席
・監督の皆様は、指定された位置に着席してください。
３.　その他
・選手名や選手と補欠の誤りなどがある場合は、監督会議終了後、速やかに申し出てください。
・�監督会議での選手変更は認められません。病気・ケガなどの特別な理由で選手等の変更を行
う場合は、10月16日（金）までに所定の変更手続きを行ってください。
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監督会議アクセス

※�駐車場の用意はございません。お車でお越しの際は、近隣のコインパーキング等をご利用
ください。

■埼玉会館
　〒330-8518
　埼玉県さいたま市浦和区高砂3-1-4

○アクセス
　ＪＲ浦和駅（西口）下車徒歩6分

　ＪＲ上野駅から電車で約20分（上野東京ライン利用）
　ＪＲ大宮駅から電車で約8分
　ＪＲ新宿駅から電車で約26分（湘南新宿ライン利用）
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開始式次第

１　開　式　通　告

２　選　手　入　場

３　開　会　宣　言

４　国　歌　斉　唱

５　大 会 会 長 挨 拶

６　祝　　　　　辞

７　歓 迎 の こ と ば

８　特　別　表　彰

９　審 判 長 注 意

10  選　手　宣　誓

11  閉　式　通　告

12  選　手　退　場

日　時　令和 8 年 11 月 8 日（日）　9：30 〜 10：15
会　場　サイデン化学アリーナさいたま（さいたま市記念総合体育館）
　　　　メインアリーナ
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開始式会場図
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１.　参加者
　　監督及び選手は、全員参加を原則とします。

２.　服装
　�　出席者全員が競技用の服装を着用し、競技に出場しない監督については、都道府県・政令
指定都市用のユニフォーム（総合開会式時のユニフォーム）を着用してください。

３.　集合
　�　選手受付終了後、着替えを行い、開式 10 分前までに会場メインアリーナ後方にプラカー
ドを目印に整列してください。

４.　入場行進
　　選手は、会場アナウンス・監督（プラカード保持者）に従い、行進してください。

5.　退場
　　閉式通告後、係員の指示に従って、競技場後方へ退場してください。
　　特別表彰の賞状の筒等は、開始式終了後に渡します。

開始式上の注意事項
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表彰式次第

１　開　式　通　告

２　選　手　入　場

３　成　績　発　表

４　表　　　　　彰

５　講　　　　　評

６　歓 送 の こ と ば

７　閉　会　宣　言

８　閉　式　通　告

９　選　手　退　場

日　時　令和 8 年 11 月 9 日（月）　11：50 〜 12：40
会　場　サイデン化学アリーナさいたま（さいたま市記念総合体育館）
　　　　メインアリーナ
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来賓・大会役員席 来賓・大会役員席

審判員席 式台 審判員席

来賓・大会役員席 来賓・大会役員席

審判員席 式台 審判員席

（１）表彰式入場図

（２）表彰式退場図
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１.　参加者　監督及び選手は、全員参加を原則とします。

２.　服装　　�監督及び選手は競技用の服装、もしくは都道府県・政令指定都市のユニフォーム
（総合開会式時のユニフォーム）を着用してください。

３.　表彰内容
（１）特別表彰（開始式で表彰）
　　●最高齢者賞　　　　賞状・楯・記念品
　　　参加選手の最高齢者（男女各 1 名）
　　●高齢者賞　　　　　賞状・楯・記念品
　　　最高齢者受賞者を除く参加選手の高齢者（男女各 3 名）
　　※�高齢者賞は、該当する年齢の選手が 3 名を超える場合は、生年月日が早い選手を優先し

ます。
　　●さいたま市特別賞　さいたま市記念品
　　※さいたま市の定めた記念日と同じ誕生日の選手

（２）交流試合（演技競技、試合競技・団体戦）
　　●優勝　 （１チーム）　　　　　 ＜チーム＞　　　　賞状・トロフィー
　　　　　　　　　　　　　　　　　＜選手・監督＞　　金メダル
　　●準優勝（１チーム）　　　　　 ＜チーム＞　　　　賞状・トロフィー
　　　　　　　　　　　　　　　　　＜選手・監督＞　　銀メダル
　　●第３位（２チーム）　　　　　 ＜チーム＞　　　　賞状・トロフィー
　　　　　　　　　　　　　　　　　＜選手・監督＞　　銅メダル
　　●優秀賞（第 5 位から第 16 位） ＜選手・監督＞　　優秀賞メダル
　　※�優秀賞は、試合終了後「本部席前」にて選手団ごとに渡すので、チームの代表者は、受

け取りに来てください。

（３）交歓試合（個人戦）
　　各賞は、第１試合場及び第２試合場ごとに選出します。
　　●優勝   （各１名）　　　　　　 ＜選手＞　　　　　賞状・金メダル
　　●準優勝（各１名）　　　　　　 ＜選手＞　　　　　賞状・銀メダル
　　●第３位（各２名）　　　　　　 ＜選手＞　　　　　賞状・銅メダル
　　●優秀賞（第 5 位から第 16 位） ＜選手＞　　　　　優秀賞メダル
　　※�優秀賞は、試合終了後「本部席前」にて選手団ごとに渡すので、チームの代表者は、受

け取りに来てください。

表彰式上の注意事項
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開催要領（抜粋）

１.　競技規則
　　現行の公益財団法人全日本なぎなた連盟競技規定及び審判規定を準用する。

２.　競技方法
（１）チーム対抗の試合競技及び演技競技を行う。なお、演技競技のみ、男子１人の参加を認める。
（２）チーム編成は、次のとおりとする。
　　 監督　　　１人
　　 選手　　　３人（登録選手４人以内）
　　 合計　　　５人以内

　　 �監督は選手を兼任できるが、その際は選手としても登録すること。ただし、規定の登録
選手数を超えて、監督が選手として登録することはできない。

（３）�原則として、登録選手のうち２人は、演技競技も兼ねる。ただし、チーム編成ができない
場合でも、演技競技のみの参加を認める。

（４）試合競技・演技競技は、トーナメント方式により行う。
（５）試合時間は２分とし、勝敗が決しない場合は、引き分けとする。
（６）�勝者同数及び同本数の場合は、代表者による 1 本勝負（延長１分、１回で判定）を行う。
（７）演技競技は、指定されたしかけ応じわざ 3 本（２本目・５本目・６本目）を旗形式で行う。

３.　大会規定
（１）�参加者の年齢は、60 歳以上（昭和 42 年４月１日以前に生まれた人）とする。また、段

位制限はなしとする。
（２）試合競技・演技競技の組合せは、主催者及び主管団体で行う。
（３）なぎなたの計量は行わないが、公益財団法人全日本なぎなた連盟の規定する用具を用いる。
（４）�試合競技の選手は、紺又は黒の布地に白で所属名を横書きに、中央に姓の入った垂ゼッケ

ンをつける。
（５）�演技競技の選手は、稽古着左胸に名札縦 13 ㎝、横８㎝の白布ゼッケンを縫いつけ、上部

に所属名（横書き）を、中央には姓（縦書き）を記入する。
（６）試合競技用の赤と白のタスキを各自持参する。
（７）監督が選手を兼任しない場合は、各都道府県・政令指定都市のユニフォームを着用する。

４.　交歓試合
（１）�交歓試合に参加希望の選手による個人試合を行うものとし、各チーム２人以内の出場枠と

する。
（２）試合時間は２分とし、勝敗が決しない場合は、延長１分、１回で判定とする。
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交流試合（演技競技）

大 阪 府 １ 19 香 川 県

神 戸 市 2 20 栃 木 県

神 奈 川 県 3 21 石 川 県

岐 阜 県 4 22 浜 松 市

群 馬 県 5 23 さいたま市A

さいたま市B 6 24 京 都 市

愛 知 県 7 25 兵 庫 県

福 岡 県 8 26 東 京 都 B

青 森 県 9 27 千 葉 県

山 口 県 10 28 奈 良 県

静 岡 市 11 29 大 阪 市

川 崎 市 12 30 福 島 県

東 京 都 A 13 31 静 岡 県

堺 市 14 32 名 古 屋 市

広 島 市 15 33 埼 玉 県 A

京 都 府 16 34 横 浜 市

埼 玉 県 B 17 35 佐 賀 県

茨 城 県 18

1-3

【第一試合場】 【第二試合場】

2-2

2-10

2-14

2-15

2-11

2-16
1-18

2-12

2-13

1-4

2-3

1-5

2-4

2-5

2-6

2-7

2-8

2-9

2-1

1-6

1-7

1-8

1-16

1-9

1-2

1-10

1-1

1-11

1-15

1-17

1-12

1-13

1-14

都 道 府 県 ・
政令指定都市

11月8日(日) 都 道 府 県 ・
政令指定都市1回戦 2回戦 3回戦 4回戦 準決勝 決　勝 準決勝 4回戦 3回戦 2回戦 1回戦

令和 8 年 7 月 22 日現在
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交流試合（試合競技・団体戦）

奈 良 県 １ 17 茨 城 県

さいたま市B 2 18 埼 玉 県 A

浜 松 市 3 19 石 川 県

福 島 県 4 20 東 京 都 B

神 奈 川 県 5 21 山 口 県

京 都 市 6 22 静 岡 県

佐 賀 県 7 23 京 都 府

東 京 都 A 8 24 広 島 市

埼 玉 県 B 9 25 千 葉 県

岐 阜 県 10 26 川 崎 市

栃 木 県 11 27 愛 知 県

神 戸 市 12 28 さいたま市A

香 川 県 13 29 福 岡 県

名 古 屋 市 14 30 大 阪 府

大 阪 市 15 31 静 岡 市

横 浜 市 16

1-1

1-2

1-3

2-2

2-1

2-8

2-12

2-13

2-9

2-14
1-16

2-10

2-11

1-4

2-3

1-5

2-4

2-5

2-6

2-7

1-6

1-7

1-8

1-14

1-9

1-13

1-15

1-10

1-11

1-12

都 道 府 県 ・
政令指定都市

11月8日(日) 都 道 府 県 ・
政令指定都市1回戦 2回戦 3回戦 準決勝 決　勝 準決勝 3回戦 2回戦 1回戦

【第一試合場】 【第二試合場】

令和 8 年 7 月 22 日現在
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交歓試合（個人戦）第一試合場

馬　渡　まり子
（青　森　県） １ 17 小　林　文　江（愛　知　県）

松　本　典　子
（横　浜　市） 2 18 江　夏　久美子（山　口　県）

渡　部　泰　子
（名 古 屋 市） 3 19

大　上　真　子
（広　島　市）

山　本　　　緑
（静　岡　県） 4 20 本　間　和　美（さいたま市A）

小　島　恵利子
（群　馬　県） 5 21 足　立　美奈子（岐　阜　県）

杉　下　良　子
（香　川　県） 6 22 平　尾　逸　子（大　阪　府）

大河内　恵津子
（さいたま市B） 7 23 中　村　美代子（栃　木　県）

垂　水　多佳子
（大　阪　市） 8 24 宮　下　京　子（神 奈 川 県）

古　川　和　代
（東 京 都 B） 9 25 田久保　里　美（千　葉　県）

江　原　暢　子
（茨　城　県） 10 26 金　丸　浩　美（川　崎　市）

竹　内　朱　美
（神　戸　市） 11 27 伴　野　加代子（静　岡　市）

小　宮　淳　美
（佐　賀　県） 12 28 古　城　和　子（福　岡　県）

木　村　真由美
（石　川　県） 13 29 佐　藤　千鶴子（埼 玉 県 A）

永　井　みつ江
（浜　松　市） 14 30 御代田　牧子

（福　島　県）

岡　田　とも子
（埼 玉 県 B） 15 31 仲　上　文　子（京　都　府）

西　本　治　美
（京　都　市） 16 32 貴　島　美　子（兵　庫　県）

1-1

1-2

1-3

1-10

1-9

1-27

1-28

1-30
1-31

1-23

1-22

1-21

1-24

1-4

1-11

1-5

1-12

1-13

1-14

1-15

1-16

1-6

1-7

1-8

1-26

1-17

1-25

1-29

1-18

1-19

1-20

都 道 府 県 ・
政令指定都市

11月9日(月) 都 道 府 県 ・
政令指定都市1回戦 2回戦 3回戦 準決勝 決　勝 準決勝 3回戦 2回戦 1回戦

令和 8 年 7 月 22 日現在
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仕　合　洋　子
（堺　　　市） １ 17 北　谷　利　花（香　川　県）

杉　目　万喜子
（奈　良　県） 2 18 中　池　順　子（大　阪　府）

奥　山　民　江
（横　浜　市） 3 19

池　田　淑　江
（浜　松　市）

太　田　日出子
（愛　知　県） 4 20 波多野　明　美（京　都　市）

影　山　啓　子
（静　岡　市） 5 21 前　田　道　子（埼 玉 県 B）

福　重　明　子
（埼 玉 県 A） 6 22 福　井　郁　子（青　森　県）

川　口　三千子
（広　島　市） 7 23 田　渕　智　子（川　崎　市）

宮　本　典　子
（栃　木　県） 8 24 小　熊　テルミ（群　馬　県）

大　野　治　子
（神 奈 川 県） 9 25 水　野　恵　子（石　川　県）

岡　本　由紀子
（神　戸　市） 10 26 髙　橋　至和子（東 京 都 A）

渡　部　冨美子
（福　島　県） 11 27 丹　羽　久美子（名 古 屋 市）

大　田　ふみよ
（福　岡　県） 12 28 江　口　郁　実（さいたま市B）

齋　藤　幸　枝
（静　岡　県） 13 29 池　本　綾　子（兵　庫　県）

金　子　由　美
（さいたま市A） 14 30 久　納　圭　子（佐　賀　県）

千　葉　澄　子
（千　葉　県） 15 31 丸　山　幸　江（茨　城　県）

辻　井　康　子
（京　都　府） 16 32 木　山　美　紀（大　阪　市）

2-1

2-2

2-3

2-10

2-9

2-27

2-28

2-30
2-31

2-23

2-22

2-21

2-24

2-4

2-11

2-5

2-12

2-13

2-14

2-15

2-16

2-6

2-7

2-8

2-26

2-17

2-25

2-29

2-18

2-19

2-20

都 道 府 県 ・
政令指定都市

11月9日(月) 都 道 府 県 ・
政令指定都市1回戦 2回戦 3回戦 準決勝 決　勝 準決勝 3回戦 2回戦 1回戦

交歓試合（個人戦）第二試合場 令和 8 年 7 月 22 日現在
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都道府県または
代表者情報

選手
区分 氏名 段位 年齡 演技競技 個人戦

青森県

監督
大将
中堅
先鋒
選手
選手

馬　渡　まり子
ー
ー
ー

馬　渡　まり子
福　井　郁　子

四段

四段
錬士

76

76
80

しかけ
応じ

馬　渡　まり子
福　井　郁　子

馬　渡　まり子
福　井　郁　子

福島県

監督
大将
中堅
先鋒
選手

菊　地　志津子
渡　部　冨美子
佐　藤　純　子
御代田　牧　子

ー

初段
二段
二段
三段

72
74
65
64

しかけ
応じ

御代田　牧　子
佐　藤　純　子

御代田　牧　子
渡　部　冨美子

茨城県

監督
大将
中堅
先鋒
選手

大久保　み　つ
丸　山　幸　江
和　地　雅　子
野　田　和　美
江　原　暢　子

三段
四段
四期
四段
四段

85
75
71
70
65

しかけ
応じ

丸　山　幸　江
和　地　雅　子

丸　山　幸　江
江　原　暢　子

栃木県

監督
大将
中堅
先鋒
選手

篠　原　まゆみ
宮　本　典　子
篠　原　まゆみ
中　村　美代子

ー

錬士
教士
錬士
三段

67
78
67
60

しかけ
応じ

宮　本　典　子
篠　原　まゆみ

中　村　美代子
宮　本　典　子

群馬県

監督
選手
選手
選手
選手

阿　部　清　子
谷田部　由利子
斎　藤　恭　子
小　熊　テルミ
小　島　恵利子

教士
二段
初段
五段

78
86
76
75
65

しかけ
応じ

斎　藤　恭　子
谷田部　由利子

小　熊　テルミ
小　島　恵利子

埼玉県A

監督
大将
中堅
先鋒
選手

佐　藤　千鶴子
田　﨑　千賀子
鎌　田　典　子
福　重　明　子
佐　藤　千鶴子

錬士
五段
四段
四段
錬士

82
78
60
65
82

しかけ
応じ

田　﨑　千賀子
鎌　田　典　子

佐　藤　千鶴子
福　重　明　子

埼玉県B

監督
大将
中堅
先鋒
選手

宮　澤　幸　子
宮　澤　幸　子
成　清　智　子
前　田　道　子
岡　田　とも子

四段
四段
四段
二段
初段

78
78
73
60
67

しかけ
応じ

成　清　智　子
宮　澤　幸　子

前　田　道　子
岡　田　とも子

千葉県

監督
大将
中堅
先鋒
選手

田久保　里　美
田久保　里　美
千　葉　澄　子
太　田　るみ子

ー

五段
五段
五段
五段

70
70
66
64

しかけ
応じ

千　葉　澄　子
太　田　るみ子

田久保　里　美
千　葉　澄　子

東京都A

監督
大将
中堅
先鋒
選手

髙　橋　至和子
荒　関　友　子
早　出　順　子
髙　橋　至和子

ー

錬士
教士
教士
錬士

67
72
74
67

しかけ
応じ

荒　関　友　子
早　出　順　子

髙　橋　至和子

参加選手名簿 令和 8 年 7 月 22 日現在
（年齢は令和９年４月１日現在）
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参加選手名簿

都道府県または
代表者情報

選手
区分 氏名 段位 年齡 演技競技 個人戦

東京都Ｂ

監督
大将
中堅
先鋒
選手

池　上　廣　子
石　川　恵　子
池　上　廣　子
古　川　和　代

－

五段
五段
五段
四段

68
69
68
68

しかけ
応じ

池　上　廣　子
石　川　恵　子

古　川　和　代

神奈川県

監督
大将
中堅
先鋒
選手

佐　藤　由　美
宮　下　京　子
大　野　治　子
佐　藤　由　美
前　澤　薫　子

五段
四段
四段
五段
四段

66
67
71
66
83

しかけ
応じ

大　野　治　子
前　澤　薫　子

宮　下　京　子
大　野　治　子

石川県

監督
大将
中堅
先鋒
選手

水　野　惠　子
水　野　惠　子
片　岡　明　代
木　村　真由美
岡　田　順　子

三段
三段
初段
三段
三段

71
71
78
69
64

しかけ
応じ

岡　田　順　子
木　村　真由美

水　野　惠　子
木　村　真由美

岐阜県

監督
大将
中堅
先鋒
選手

一　色　喜代子
一　色　喜代子
松　岡　照　子
足　立　美奈子

－

四段
四段
三段
四段

78
78
69
65

しかけ
応じ

一　色　喜代子
足　立　美奈子

足　立　美奈子

静岡県

監督
大将
中堅
先鋒

立　石　美　井
山　本　　　緑
片　渕　和　子
齋　藤　幸　枝

－

錬士
四段
三段
三段

77
71
69
69

しかけ
応じ

片　渕　和　子
山　本　　　緑

齋　藤　幸　枝
山　本　　　緑

愛知県

監督
大将
中堅
先鋒
選手

小　林　文　江
小　林　文　江
太　田　日出子
浅　岡　洋　子
内　田　恵　子

四段
四段
初段
三段
二段

70
70
70
72
76

しかけ
応じ

浅　岡　洋　子
内　田　恵　子

小　林　文　江
太　田　日出子

京都府

監督
大将
中堅
先鋒
選手

茂　籠　弘　子
辻　井　康　子
仲　上　文　子
岩　村　由　美
茂　籠　弘　子

三段
四段
四段
三段
三段

83
77
80
69
83

しかけ
応じ

茂　籠　弘　子
辻　井　康　子

辻　井　康　子
仲　上　文　子

大阪府

監督
大将
中堅
先鋒
選手

吉　冨　美津江
赤　﨑　しげ子
中　池　順　子
平　尾　逸　子
吉　冨　美津江

三段
錬士
五段
三段
三段

78
71
76
68
78

しかけ
応じ

吉　冨　美津江
赤　﨑　しげ子

平　尾　逸　子
中　池　順　子

兵庫県

監督
大将
中堅
先鋒
選手
選手

池　本　綾　子
－
－
－

池　本　綾　子
貴　島　美　子

五段

五段
初段

88

88
79

しかけ
応じ

貴　島　美　子
池　本　綾　子

池　本　綾　子
貴　島　美　子

令和 8 年 7 月 22 日現在
（年齢は令和９年４月１日現在）
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参加選手名簿

都道府県または
代表者情報

選手
区分 氏名 段位 年齡 演技競技 個人戦

奈良県

監督
大将
中堅
先鋒
選手

杉　目　万喜子
杉　目　万喜子
森　本　友　子
本　田　静　子

ー

四段
四段
五段
四段

62
62
80
78

しかけ
応じ

本　田　静　子
森　本　友　子

杉　目　万喜子

山口県

監督
大将
中堅
先鋒
選手

篠　原　洋　子
江　夏　久美子
篠　原　洋　子
村　田　岳　美

ー

二段
四段
二段
二段

71
71
71
68

しかけ
応じ

村　田　岳　美
篠　原　洋　子 江　夏　久美子

香川県

監督
大将
中堅
先鋒
選手

杉　下　良　子
香　川　隆　子
杉　下　良　子
北　谷　利　花

ー

教士
錬士
教士
三段

69
89
69
62

しかけ
応じ

香　川　隆　子
杉　下　良　子

杉　下　良　子
北　谷　利　花

福岡県

監督
大将
中堅
先鋒
選手

青　山　茂　子
古　城　和　子
青　山　茂　子
大　田　ふみよ

ー

三段
三段
三段
三段

75
78
75
79

しかけ
応じ

青　山　茂　子
大　田　ふみよ

大　田　ふみよ
古　城　和　子

佐賀県

監督
大将
中堅
先鋒
選手

小　宮　淳　美
小　宮　淳　美
久　納　圭　子
川　崎　好　美

ー

二段
二段

85
85
71
76

しかけ
応じ

川　崎　好　美
小　宮　淳　美

小　宮　淳　美
久　納　圭　子

さいたま市A

監督
大将
中堅
先鋒
選手

金　子　由　美
本　間　和　美
山　田　孝　子
金　子　由　美

ー

四段
四段
二段
四段

64
68
69
64

しかけ
応じ

本　間　和　美
金　子　由　美

本　間　和　美
金　子　由　美

さいたま市B

監督
大将
中堅
先鋒
選手

溝　口　昌　代
溝　口　昌　代
大河内　恵津子
江　口　郁　実

ー

二段
二段
三段
三段

69
69
68
63

しかけ
応じ

大河内　恵津子
江　口　郁　実

江　口　郁　実
大河内　恵津子

横浜市

監督
大将
中堅
先鋒
選手

松　本　典　子
松　本　典　子
奥　山　民　江
竹　内　輝　子

ー

五段
五段
四段
四段

72
72
61
76

しかけ
応じ

奥　山　民　江
竹　内　輝　子

松　本　典　子
奥　山　民　江

川崎市

監督
大将
中堅
先鋒
選手

杉　山　雅　洋
金　丸　浩　美
田　中　美恵子
田　渕　智　子

ー

四段
四段
三段
三段

62
63
64
62

しかけ
応じ

田　中　美恵子
杉　山　雅　洋

田　渕　智　子
金　丸　浩　美

令和 8 年 7 月 22 日現在
（年齢は令和９年４月１日現在）
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参加選手名簿

都道府県または
代表者情報

選手
区分 氏名 段位 年齡 演技競技 個人戦

静岡市

監督
大将
中堅
先鋒
選手

伴　野　加代子
伴　野　加代子
郡　　　厚　子
影　山　啓　子
岩　崎　千代子

四段
四段
四段
三段
三段

72
72
73
72
88

しかけ
応じ

岩　崎　千代子
郡　　　厚　子

伴　野　加代子
影　山　啓　子

浜松市

監督
大将
中堅
先鋒
選手

鈴　木　則　子
永　井　みつ江
最　上　絹　子
池　田　淑　江
鈴　木　則　子

三段
四段
四段
二段
三段

79
77
63
69
79

しかけ
応じ

鈴　木　則　子
最　上　絹　子

池　田　淑　江
永　井　みつ江

名古屋市

監督
大将
中堅
先鋒
選手

山　上　弘　美
丹　羽　久美子
渡　部　泰　子
山　上　弘　美

－

三段
三段
初段
三段

67
77
63
67

しかけ
応じ

山　上　弘　美
丹　羽　久美子

渡　部　泰　子
丹　羽　久美子

京都市

監督
大将
中堅
先鋒
選手

谷　村　浩　子
西　本　治　美
谷　村　浩　子
波多野　明　美

－

四段
四段
四段
四段

64
64
64
64

しかけ
応じ

谷　村　浩　子
西　本　治　美

波多野　明　美
西　本　治　美

大阪市

監督
大将
中堅
先鋒
選手

荒　木　洋　子
八　木　浄　子
荒　木　洋　子
垂　水　多佳子
木　山　美　紀

二段
五段
二段
三段
二段

67
73
67
77
63

しかけ
応じ

木　山　美　紀
八　木　浄　子

垂　水　多佳子
木　山　美　紀

堺市

監督
大将
中堅
先鋒
選手
選手

山　中　美智子
－
－
－

仕　合　洋　子
山　中　美智子

錬士

四段
錬士

67

82
67

しかけ
応じ

仕　合　洋　子
山　中　美智子 仕　合　洋　子

神戸市

監督
大将
中堅
先鋒
選手

竹　内　朱　美
岡　本　由紀子
竹　内　朱　美

－
－

三段
三段
三段

76
63
76 しかけ

応じ
竹　内　朱　美
岡　本　由紀子

竹　内　朱　美
岡　本　由紀子

広島市

監督
大将
中堅
先鋒
選手

川　口　三千子
川　口　三千子
大　上　真　子
川　本　敦　子
貞　森　京　子

四段
四段

二段
初段

77
77
63
72
84

しかけ
応じ

貞　森　京　子
川　口　三千子

川　口　三千子
大　上　真　子

令和 8 年 7 月 22 日現在
（年齢は令和９年４月１日現在）
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大会参加状況一覧表

No. 都道府県
政令市名 監督

選手
計 No. 都道府県

政令市名 監督
選手

計交流試合 交歓 交流試合 交歓
団体 演技 個人 団体 演技 個人

1 北海道 36 広島県
2 青森県 （ 1 ） 2 ( 2 ) 2 37 山口県 （ 1 ） 3 ( 2 ) （ 1 ） 3
3 岩手県 38 徳島県
4 宮城県 39 香川県 （ 1 ） 3 ( 2 ) ( 2 ) 3
5 秋田県 40 愛媛県
6 山形県 41 高知県
7 福島県 1 3 ( 2 ) ( 2 ) 4 42 福岡県 （ 1 ） 3 ( 2 ) ( 2 ) 3
8 茨城県 1 3 ( 2 ) 1（ 1 ） 5 43 佐賀県 （ 1 ） 3 ( 2 ) ( 2 ) 3
9 栃木県 （ 1 ） 3 ( 2 ) ( 2 ) 3 44 長崎県
10 群馬県 1 2 2 5 45 熊本県
11 埼玉県A （ 1 ） 3 ( 2 ) 1（ 1 ） 4 46 大分県
12 埼玉県B （ 1 ） 3 ( 2 ) 1（ 1 ） 4 47 宮崎県
13 千葉県 （ 1 ） 3 ( 2 ) ( 2 ) 3 48 鹿児島県
14 東京都A （ 1 ） 3 ( 2 ) （ 1 ） 3 49 沖縄県
15 東京都B （ 1 ） 3 ( 2 ) （ 1 ） 3 50 札幌市
16 神奈川県 （ 1 ） 3 1（ 1 ） ( 2 ) 4 51 仙台市
17 新潟県 52 さいたま市A （ 1 ） 3 ( 2 ) ( 2 ) 3
18 富山県 53 さいたま市B （ 1 ） 3 ( 2 ) ( 2 ) 3
19 石川県 （ 1 ） 3 1（ 1 ） ( 2 ) 4 54 千葉市
20 福井県 55 横浜市 （ 1 ） 3 ( 2 ) ( 2 ) 3
21 山梨県 56 川崎市 （ 1 ） 3 1（ 1 ） ( 2 ) 4
22 長野県 57 相模原市
23 岐阜県 （ 1 ） 3 ( 2 ) （ 1 ） 3 58 新潟市
24 静岡県 1 3 ( 2 ) ( 2 ) 4 59 静岡市 （ 1 ） 3 1（ 1 ） ( 2 ) 4
25 愛知県 （ 1 ） 3 1（ 1 ） ( 2 ) 4 60 浜松市 （ 1 ） 3 1（ 1 ） ( 2 ) 4
26 三重県 61 名古屋市 （ 1 ） 3 ( 2 ) ( 2 ) 3
27 滋賀県 62 京都市 （ 1 ） 3 ( 2 ) ( 2 ) 3
28 京都府 （ 1 ） 3 1（ 1 ） ( 2 ) 4 63 大阪市 （ 1 ） 3 1（ 1 ） ( 2 ) 4
29 大阪府 （ 1 ） 3 1（ 1 ） ( 2 ) 4 64 堺市 （ 1 ） 2 （ 1 ） 2
30 兵庫県 （ 1 ） 2 ( 2 ) 2 65 神戸市 （ 1 ） 2 ( 2 ) ( 2 ) 2
31 奈良県 （ 1 ） 3 ( 2 ) （ 1 ） 3 66 岡山市
32 和歌山県 67 広島市 （ 1 ） 3 1（ 1 ） ( 2 ) 4
33 鳥取県 68 北九州市
34 島根県 69 福岡市
35 岡山県 70 熊本市

合計 4
(31) 92 18

(31)
5

(59) 119

令和 8 年 7 月 22 日現在　
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交流試合（演技競技）

順　位 都 道 府 県 ・
政令指定都市名 しかけ 応じ

優　勝

準優勝

第３位

第３位

交流試合（試合競技 : 団体戦）

順　位 都 道 府 県 ・
政令指定都市名 先鋒 中堅 大将

優　勝

準優勝

第３位

第３位

交歓試合（試合競技 : 個人戦）

第一試合場 第二試合場

順　位 都 道 府 県 ・
政令指定都市名 選手名 都 道 府 県 ・

政令指定都市名 選手名

優　勝

準優勝

第３位

第３位

大会記録
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大会優勝記録

回 開催地 交流試合 交歓試合
試合競技・団体戦 演技競技 個人戦

20 茨城県
常陸大宮市

大
阪
市

監督
大将
中堅
先鋒
選手

岩　瀬　孝　代
岩　瀬　孝　代
居　谷　道　子
本　多　尚　子
萩　原　　　幸

香
川
県

監督
しかけ
応じ

大　浦　仁　美
大　浦　仁　美
香　川　隆　子

東京都
埼玉県

佐々木　光　江
佐　藤　和　江

21 鹿児島県
鹿児島市

埼
玉
県

監督
大将
中堅
先鋒
選手

丸　山　君　惠
丸　山　君　惠
田　村　洋　美
宮　本　典　子

兵
庫
県

監督
しかけ
応じ

藤　本　満智子
藤　本　満智子
杉　本　恵　子

兵庫県
熊本県

杉　本　恵　子
藤　本　弘　子

23 石川県
川北町

大
阪
市

監督
大将
中堅
先鋒
選手

岩　瀬　孝　代
谷　川　節　子
村　上　雅　子
垂　水　多佳子
萩　原　　　幸

兵
庫
県

監督
しかけ
応じ

仁　木　郁　子
川　口　三千子
阿　部　妙　子

大阪市
京都市

垂　水　多佳子
斎　藤　紀　子

24 熊本県
熊本市

宮
城
県

監督
大将
中堅
先鋒
選手

高　田　光　子
鈴　木　照　子
松　川　恵　子
長　倉 　みどり

宮
城
県

監督
しかけ
応じ

高　田　光　子
鈴　木　照　子
松　川　恵　子

熊本県A
横浜市

大　曲　妙　子
竹　内　輝　子

25 宮城県
仙台市

東
京
都

監督
大将
中堅
先鋒
選手

関　　　久　代
関　　　久　代
大　橋　朝　子
上　保　君　子
西　田　英　子

香
川
県

監督
しかけ
応じ

大　浦　仁　美
大　浦　仁　美
香　川　隆　子

宮城県A
和歌山県

鈴　木　照　子
榊　　　倫　子

27 栃木県
益子町

大
阪
市

監督
大将
中堅
先鋒
選手

岩　瀬　孝　代
谷　川　節　子
八　木　純　子
垂　水　多佳子
萩　原　　　幸

東
京
都

監督
しかけ
応じ

岩　上　ひとみ
伊　藤　明　子
堤　　　和　子

東京都
東京都

加　来　幸　子
岩　上　ひとみ

28 山口県
下関市

千
葉
県

監督
大将
中堅
先鋒
選手

山　本　芳　子
坂　本　眞知子
竹　森　弓　子
山　本　芳　子

香
川
県

監督
しかけ
応じ

資　延　妙　子
資　延　妙　子
香　川　隆　子

千葉県
大阪府

坂　本　眞知子
大　林　栄　子

32 和歌山県
九度山町

大
阪
府

監督
大将
中堅
先鋒
選手

赤　﨑　しげ子
赤　﨑　しげ子
中　池　順　子
平　尾　逸　子

大
阪
府

監督
しかけ
応じ

赤　﨑　しげ子
中　池　順　子
赤　﨑　しげ子

大阪府
宮城県

赤　﨑　しげ子
佐　藤　香代子

34 神奈川県
川崎市

兵
庫
県

監督
大将
中堅
先鋒
選手

酒　井　美　幸
酒　井　美　幸
山　本　厚　子
西　垣　笑　子
池　本　綾　子

横
浜
市

監督
しかけ
応じ

宇田川　ユキ子
清　水　美砂緒
竹　内　輝　子

兵庫県
京都市

酒　井　美　幸
古　川　訓　子

38 埼玉県
さいたま市

令和 8 年 7 月 22 日現在
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お知らせ事項

１.　弁当について
（１）事前にお申し込みいただいた選手・監督の弁当については、弁当引換所でお渡しします。
　　 �混雑を避けるため、代表者が「弁当引換確認証」を持参し、チーム全員分をまとめてお受

け取りください。
（２）弁当引換えは、１１時００分から１３時００分の間にお願いします。
　 ※�食中毒予防のため、必ず１４時００分までにお召し上がりください。また、お弁当の持ち

帰りは御遠慮ください。
　　 �なお、11 月 9 日（月）は大会日程の都合上、昼食時間が限られるため、計画的に昼食を

お取りください。
（３）弁当の空き箱はチームごとにまとめ、１５時００分までに弁当引換所にお渡しください。

２.　救護所について
　　 �会場内の救護所には、看護師が待機しております。体調がすぐれない等の場合は、係員に

声をおかけください。応急処置及び必要に応じて救急搬送の手配等を行います。その他、
詳細については、「医療救護」（P33）を御参照ください。

３.　輸送・交通について
（１）�自家用車等を利用して来場される場合は、駐車許可証を発行しますので、事前にねんりん

ピック彩の国さいたま 2026 さいたま市実行委員会事務局（048-829-1452）に御連絡
ください。

　　 �　事前に申請がない場合は、空きスペースがある場合のみ駐車いただけます。空きスペー
スがない場合は、会場周辺の駐車場を御自身で手配してください。

（２）タクシーを御利用の際は「連絡先一覧」（P38）を御覧いただき、各自で手配してください。

４.　写真撮影について
（１）�写真撮影につきましては、競技者の妨げにならないようにお願いします。なお、フラッシュ

撮影は固くお断りします。
（２）�交流大会の様子は、主催者や報道機関等により、写真や動画撮影が行われる可能性があり

ます。これらは、大会記録として報告書やホームページ等に掲載することや、テレビ・新
聞等で報道されることがありますので、あらかじめ御了承ください。

５.　プラカードについて
　　 �プラカードは主催者で準備いたしますので、各チームで御持参いただく必要はありません。

６.　競技用具等の事前送付について
　　 �なぎなた以外の荷物は、防具も含めできるだけ１つにまとめて、宿泊施設に事前送付をお

願いします。
　 ※�荷物（防具を含む）を事前送付する際は、必ず事前に宿泊施設へお問い合わせいただき、

受入れの可否を御確認の上、御対応をお願いします。
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お知らせ事項

７.　なぎなたの事前送付について
　　なぎなたを事前に配送する場合は、次の事項に注意をお願いいたします。

受付日時：令和 8 年 11 月 3 日（火）～ 11 月 5 日（木）（期日必着）
　　　　※�荷物の発送は、輸送・管理の都合上、原則として佐川急便を御利用ください。
　　　　　荷物を発送された場合は、必ず下記メールアドレスまで御連絡をお願いいたします。
　　　　　�輸送状況確認のため、チーム名、御担当者名、緊急連絡先、荷物の個口数をお

知らせください。
　　　　　メールアドレス：nenrin@city.saitama.lg.jp
送 り 先：〒 331-0046　
　　　　　�住所：埼玉県さいたま市西区宮前町 1234-2
　　　　　宛名：佐川急便さいたま営業所 ねんりんピックなぎなた交流大会
　　　　　電話番号：0570-01-0708
注意事項：①期日内に必ず到着するよう宅配業者へ依頼してください。
　　　　　②できる限りチームでまとめて送付するようにしてください。
　　　　　③�一度に大量の物品を扱うため、チーム名が分かるように、送付伝票の備考欄に

【ねんりんピックなぎなた〇〇県（市）】などと大きく表記をお願いします。
　　　　　④短辺２辺の合計が９０cmを超えないよう御注意ください。
　　　　　⑤競技会場への荷物等に関するお問い合わせは御遠慮ください。
　　　　　⑥送付料金は必ず送付申込時にお支払いください（着払い不可）
　　　　　⑦�なぎなたの事前配送は可能ですが、防具の事前配送はできません。誤って送

付されないよう御注意ください。
　　　　　⑧�輸送に係る破損・事故等につきましては、当実行委員会、運送会社では責任

を負いかねますので、あらかじめ御了承ください。

８　競技用具等の宅配特設受付ついて
　　会場内に、佐川急便の宅配受付を設置しています。
　　競技用具を御自宅まで配送する際に御利用ください。

受付日時：令和 8 年 11 月 8 日（日）14 時～ 17 時
　　　　　令和 8 年 11 月 9 日（月）9 時～ 13 時
受付場所：臨時宅配受付所（サイデン化学アリーナ　選手控所）
宅配業者：佐川急便
注意事項：�梱包対応は行っておりませんので、防具およびなぎなたの梱包については、事

前に各自で御対応ください。
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お知らせ事項

９　練習会場について
　サイデン化学アリーナさいたま 1 階サブアリーナを練習会場として御利用いただけます。
タイムスケジュールは監督会議でお渡ししますので、利用可能時間を確認しながら御利用くだ
さい。

10　その他
（１）館内は土足厳禁となります。
（２）�外履きシューズについて
　　 �外履きは、各チームの選手控所にチームごとにまとめて置いてください。なお、取り間違

い等のないよう、各自で管理をお願いします。
（３）指定の喫煙所以外での喫煙は御遠慮ください。
（４）荷物は、各自で管理していただきますようお願いします。
　　 貴重品はロッカーを準備していますので、１チームにつき、１つ御利用ください。
（５）遺失物、拾得物等は、本部席にてお取り扱いします。
（６）�その他、大会に関するお知らせおよび最新情報は、さいたま市ホームページ又は実行委員

会Ｘにて御案内いたします。QR コードより御確認ください。

11.　大会アンケート
　さいたま市開催種目（テニス、サッカー、なぎなた、軟式野球、俳句）に参加された皆様を対象に、
大会アンケートを実施しております。
　各種目会場でのホスピタリティ（おもてなし）等についてお伺いしますので、ぜひ御協力を
お願いいたします。
　なお、本アンケートは交流大会会場において紙でも配布しております。
　【回答期限　令和 8 年 11 月 24 日（火）】

https://apply.e-tumo.jp/city-saitama-u/offer/offerList_detail?tempSeq=122333

市ＨＰ 市実行委員会X

大会アンケート
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医療救護
【参加者へのお願い】
　後日配布する選手団ＩＤカードは、全ての項目を記入し、常時携帯してください。
　ＩＤカードには、各個人の基本情報のほかにも、既往歴や持病、服用中の薬の情報といっ
た健康に関する情報も記載いただくことになっております。万が一の救急搬送時の大切な情報
源となりますので、最新の健康情報の記載の徹底をお願いします｡　
　
【参加者の健康管理上の留意点】
１．来県前に健康診断を受診するなど、適切な体調管理をお願いします。
2 ．大会前及び大会期間中は、健康の自主管理に努め、発熱または呼吸困難、けん怠感など

の症状がみられる場合は参加を見合わせてください。
３ ．特に運動競技への参加者は、怪我などの予防や心身の緊張を和らげるため、試合前に十

分なウォーミングアップを行うとともに、水分補給、休憩時間の確保などに努めてください。
４ ．マイナ保険証または資格確認書を必ず持参してください。また、お薬手帳をお持ちの方は、

持参してください。
５ ．埼玉県の 11 月は、日中と朝晩の温度差があるため、日中は帽子の用意や水分補給など、

暑さへの対策を配慮するとともに、朝晩は長袖等の着用や、待機中にユニフォーム等の上に
羽織るウインドブレーカー等を用意するなど、寒さ対策も併せて配慮してください。

※ 11 月７日～ 10 日の埼玉県の気温
さいたま観測所：平均 12．9℃、最高 18．2℃、最低 8．0℃
熊 谷 観 測 所：平均 13．1℃、最高 18．5℃、最低 8．3℃
秩 父 観 測 所：平均 10．6℃、最高 17．5℃、最低 5．1℃

（参考：気象庁過去 30 年間のデータの平均による）

【監督等へのお願い】
１．各選手の健康管理には、十分配慮してください。
2．適宜、選手交代をさせるなど、無理をしないよう配慮してください。
３ ．医療救護関係や参加者の健康管理等について改めて確認を行い、 選手団への周知を図って

ください。

【医療救護体制】
　大会期間中は、各会場に救護所を設置します。また、関係機関及び団体等と連携し、応急
処置を実施するほか、救急搬送体制を整備します。

区　　分 対　　　　　　　　　　　応

県 実 行 委 員 会 総合開会式・閉会式会場やイベント会場等に救護所を設置します。

市町実行委員会 交流大会会場等に救護所を設置します。

指 定 宿 泊 施 設 当該施設の職員が、近隣の医療機関の紹介や必要に応じた救急搬送要
請等の対応をします。

傷 害 保 険 来離県における旅行期間を含む大会期間中の傷害保険は、各参加申込
団体及び個人の責任において対応してください。
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交通案内図

■サイデン化学アリーナさいたま
○ＪＲ「南与野駅」から	 徒歩　約 40分
○ＪＲ「西浦和駅」から	 徒歩　約 35分
○ＪＲ「中浦和駅」から	 徒歩　約 43分
○国際興業バス「桜区役所バス停」から	 徒歩　約　1分
○国際興業バス「埼玉大学バス停」から	 徒歩　約 20分
○首都高速埼玉大宮線「浦和南ＩＣ」から	 車　　約 10分

所要時間
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会場周辺図
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会場配置図（アリーナ１階）

No. 施設名称 No. 施設名称 No. 施設名称

1 選手受付 ７ 男子更衣室 13 出展ブース

2 役員・来賓受付 ８ 実施本部 14 休憩スペース

3 選手控所 ９−１ 会場案内図

4 練習場 10 救護所

5 宅配受付ブース 11 ふるまいコーナー

6 女子更衣室 12 弁当引換所

⑨-1
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会場配置図（アリーナ２階）

No. 施設名称

９−2 会場案内図

15 総合案内所

16 健康づくりコーナー

17 武道具屋
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連絡先一覧

１.　大会本部
本　　部 所 在 地 電話番号・FAX番号

ねんりんピック彩の国さいたま２０２６
さいたま市実行委員会

（さいたま市福祉局長寿応援部ねんりんピック推進室内）

さいたま市浦和区
常盤六丁目４番４号

TEL：048-829-1452
FAX：048-829-1981

２.　なぎなた交流大会会場

会　　場 住　　所

サイデン化学アリーナさいたま
（さいたま市記念総合体育館） さいたま市桜区道場４丁目３-１

　※お問い合わせについては、大会本部までお願いします。

3.　監督会議会場

会　　場 住　　所
埼玉会館 さいたま市浦和区高砂三丁目１番４号

　※お問い合わせについては、大会本部までお願いします。

４.　選手団等指定宿泊施設
　選手団等指定宿泊施設の連絡先については、総合プログラム別冊「交通・宿泊ガイド」
をご覧いただくか、下記センターへお問い合わせください。

名　　称 電話番号・FAX番号

ねんりんピック彩の国さいたま２０２６
宿泊・輸送センター

TEL：０４８－８３２－１１５１
FAX：０４８－８３２－１１６０

5.　タクシー
区　　名 名　　称 電話番号

桜区

飛鳥交通㈱ 057-0075-770

関東観光タクシー㈱ 048-862-5121

㈱与野交通 048-852-6385
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サイドイベント

さいたま市内にて、ねんりんピックの開催を記念したサイドイベントを実施します。
入場無料で、どなたでも参加いただけますので、ぜひお気軽にお立ち寄りください。

情報は随時こちらで更新しております。

市ＨＰ 市実行委員会Ｘ

イベント名 ねんりん健康フェスティバル さいたま市物産展

日　　時 １１月７日（土）
１0：00～１７：00

１１月１0日（火）
１0：00～１７：00

会　　場 浦和駅東口駅前市民広場 大宮駅西口イベントスペース

内　　容

「健康」をテーマに、どなたでも気軽に楽しめ
るイベントを開催！

・健康コンテンツブース
企業による試食会や有機野菜の販売など、
楽しみながら「健康」を体感できるブース
が並びます。

・飲食ブース
バラエティ豊かなグルメが勢ぞろい！
おいしい食事で、いよいよ迎える本番に向
けたエネルギーチャージを。

・ステージイベント
大宮を拠点に活躍する吉本興業所属ユニッ
ト「大宮セブン」によるお笑いライブや、
元アスリートによるトークショー、市内中学
校吹奏楽部による演奏など、見どころ満載
のステージで会場を盛り上げます。

さいたま市推奨土産品を中心に、さいたまの
魅力が詰まったお土産が大集合！

お帰りの直前にお買い物ができて便利！
お土産選びにぴったりです。

大会参加の記念に、ご家族やご友人へのお
土産に、さいたまの味をぜひ持ち帰ってみて
はいかがでしょうか。
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さいたま市の紹介 令和8年7月 1日現在
人口　1,361,025 人　　面積　217.43 ㎢

　さいたま市は、埼玉県の南東部に位置する県庁所在地です。
　古くは中山道の宿場町として発達してきた歴史を持ち、現在は東北・上越など新幹
線6路線を始め、ＪＲ各線や私鉄線が結節する東日本の交通の要衝となっています。

「岩槻の人形」や「大宮の盆栽」「浦和のうなぎ」といった伝統産業を有するほか、Ｊリー
グ2チームの本拠地としても知られています。

○東日本連携
　「交通の結節点」という強みを生かし、東日本地域と
の広域連携による地方創生を目指しています。東日本連
携センター「まるまるひがしにほん」（大宮駅東口徒歩
１分）では、市内産品のほか、東日本地域の特産品を取
り扱っています。

○スポーツのまち
　Ｊリーグ2チームの本拠地であり、自転車やマラソンなどのイベントも開催されています。

もっと詳しい情報はこちら

浦和レッドダイヤモンズ

さいたま市公式
魅力発信Webサイト 市内半日観光ルート

RB大宮アルディージャ ツール・ド・フランス
さいたまクリテリウム さいたまマラソン

　人形・盆栽・うなぎが伝統
産業として知られています。
岩槻人形博物館と大宮盆栽美
術館は、文化研究のほか、観
光拠点としても親しまれてい
ます。

ⒸURAWA REDS
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総合開会式
１．期　日	  令和 8 年 11 月 7 日（土）

２．会　場	  熊
くまがや

谷スポーツ文
ぶ ん か こ う え ん

化公園　陸
りくじょう

上競
きょうぎじょう

技場
  〒 360-0004　熊

く ま が や し
谷市上

かみかわかみ
川上 300 番地

  TEL：（048）526-2004
【荒天の場合】 熊

くまがや
谷スポーツ文

ぶんかこうえん
化公園　彩

さい
の国

くに
くまがやドーム

  〒 360-0004　熊
く ま が や し

谷市上
かみかわかみ

川上 300 番地
  TEL：（048）526-2004

３．プログラム
 9:00 ◆開　場
 10:00 ◆式典前アトラクション
  　①アトラクション　吹奏楽王国・埼玉のマーチングによるオープニング
  　②映像プログラム　笑顔のリレーメッセージ
  　③アトラクション　埼玉県のひみつ
  　④アトラクション　
  　　観客も一緒に ! 「コバトン健康ダンスねんりんピック彩の国さいたま2026ヴァージョン」
  ◆皇族御臨席（予定）
 10:30 ◆式　典
  　①開式通告 ⑥共催者代表挨拶
  　②選手団入場 ⑦歓迎のことば
  　③開会宣言 ⑧皇族のおことば（予定）
  　④国旗、大会旗、 ⑨炬火点火セレモニー
　  　　県旗、さいたま市旗掲揚 ⑩笑顔の彩り　埼玉宣言
  　⑤主催者代表挨拶
  ◆皇族御退席（予定）
 11:41 ◆インターバル
  ①選手団移動
  ②開催地紹介映像
  ③メインアトラクションプレショー
  ◆皇族御臨席（予定）
 11:57 ◆メインアトラクション
  　彩の国 “長寿と笑顔” の彩り　
  　美しい自然と最先端の都市が融合する埼玉
  　埼玉県ならではの自然と都市の彩りを、フィールドいっぱいに表現します。

（注）
　荒天の場合は、
彩の国くまがや
ドームにおいて、
以下に記載する
日程を一部調整
して実施する。
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総合開会式

熊谷市教育委員会 本庄市教育委員会 埼玉県深谷市所蔵

  ◆皇族御退席（予定）
 12:28 ◆閉式通告

< 主な出演者紹介 >
〇式典前アトラクション

SAM さん 東京 2020 パラリンピック（車いすテニス）
銅メダリスト　菅野浩二　選手

東京 2020 オリンピック（自転車競技）
銀メダリスト　梶原悠未　選手

〇炬火ランナー

〇メインアトラクション 〇メインアトラクションシーン３演出

林家たい平さん 松井咲子さん はなわさん 彩の国さいたま芸術劇場芸術監督
近藤良平さん

４．ふれあい広場
　埼玉ならではの食によるおもてなしや特産品の販売、ステージイベントなどを通じて、
来場者の皆様に埼玉の魅力をお届けします。
　会場　自由広場及びにぎわい広場
　時間　8：00 ～ 15:30

Ⓒ 福山楡青
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総合開会式会場図（熊谷スポーツ文化公園）
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総合開会式会場図（熊谷スポーツ文化公園陸上競技場）
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県イベント　イベント会場案内図
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県イベント　各イベントの概要

熊谷スポーツ文化公園（熊谷市）

事業内容 11／7（土） 11／8（日） 11／9（月）11／10（火）
■ふれあい広場 ○

■オリジナルイベント（シールラリー） ○

■協賛イベント（会期内） ○

ソニックシティ・鐘塚公園（さいたま市）

事業内容 11／7（土） 11／8（日） 11／9（月）11／10（火）

ね
ん
り
ん
彩
り
フ
ェ
ス
タ

■ふれあいニュースポーツ ○ ○ ○

■健康フェア ○ ○ ○

■地域文化伝承館（展示） ○ ○ ○

■展示・相談コーナー ○ ○ ○

■ふれあい広場 ○ ○ ○

■オリジナルイベント（シールラリー） ○ ○ ○

■併催イベント
「心豊かに歌う全国ふれあい短歌大会」優秀作品展 ○ ○ ○

彩の国さいたま芸術劇場（さいたま市）

事業内容 11／7（土） 11／8（日） 11／9（月）11／10（火）
■地域文化伝承館（ステージ） ○ ○

■オリジナルイベント（シールラリー） ○ ○

埼玉県立近代美術館（さいたま市）

事業内容 11／7（土） 11／8（日） 11／9（月）11／10（火）
■美術展 ○ ○ ○ ○

■オリジナルイベント（シールラリー） ○ ○ ○ ○

サンシティ越谷市民ホール（越谷市）

事業内容 11／7（土） 11／8（日） 11／9（月）11／10（火）
■講演会 △

所沢市民文化センター	ミューズ（所沢市）

事業内容 11／7（土） 11／8（日） 11／9（月）11／10（火）
■音楽文化祭 ▽

埼玉県こども動物自然公園（東松山市）

事業内容 11／7（土） 11／8（日） 11／9（月）11／10（火）
■オリジナルイベント（ｅスポーツ） ○

※開催日の「△」は半日（午前）の開催、「▽」は半日（午後）の開催です。
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１．期　日	  令和 8 年 11 月 10 日（火）

２．会　場	  埼
さいたまかいかん

玉会館　大
だい

ホール
  〒 330-8518　さいたま市

し
浦
う ら わ く た か さ ご

和区高砂３- １- ４
  TEL：048-829-2471

３．プログラム
 12:15 ◆開　場
 13:00 ◆開式通告
 13:02 ◆大会メモリアル映像

　総合開会式、各種イベントの様子、交流大会での選手の活躍等
を松井咲子さんによるピアノと、県内合唱団の歌とともに振り返
ります。

 13:10 ◆選手団代表（旗手）入場
 13:20 ◆主催者代表挨拶（埼玉県知事、厚生労働省代表）
 13:26 ◆登壇者紹介
 13:28 ◆大会旗引継ぎ
 13:30 ◆次期開催地代表挨拶（東京都代表）
 13:38 ◆次期開催地アトラクション
 13:46 ◆グランドフィナーレ

　応援大使の2人とともに大会を振り返り、埼玉県での思い出を
感動とともに持ち帰っていただきます。

 13:57 ◆閉式

総合閉会式

〇グランドフィナーレ

ビビる大木さん 松井　咲子さん

〇大会メモリアル映像・グランドフィナーレ

主な出演者（大会応援大使）
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総合閉会式会場図（埼玉会館）
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御協賛いただいた皆様
ありがとうございました
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詳しい情報はこちらから！
▼スイーツ

▼グルメ　 ▼お土産

さいたま市
で

おいしい

時間を
Kazu Bake（さいたまスイーツ）

大宮ナポリタン 浦和のうなぎ

彩果の宝石 氷川ブリュワリー（クラフトビール）

ヨーロッパ野菜

アカシエ（さいたまスイーツ）



ねんりんピック彩の国さいたま２０２６さいたま市実行委員会事務局
〒３３０-９５８８　さいたま市浦和区常盤六丁目4番4号
　　　　 　 　　　　さいたま市福祉局長寿応援部ねんりんピック推進室内
TEL：０４８-８２９-１４５２  FAX：０４８-８２９-１９８１ 
E-mail : nenrin@city.saitama.lg.jp
https://www.city.saitama.lg.jp/002/003/020/index.html 市実行委員会Ｘ市HP

この冊子は 7,950 部作成し、１部当たりの印刷費は 179 円です。


